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１．研究計画の概要 
(1) 新羅の半島統一過程は、新羅の国力伸長
と周辺諸国(高句麗・百済・加耶・中国・倭)
との対外関係が密接に絡み合って進行して
いく。この統一過程を、文献史料を援用しな
がら、主に考古資料を使用して解明していき
たい。 
(2) 新羅と高句麗との関係は、5 世紀前半ま
では高句麗の影響力が強く、5 世紀後半以降
その影響力を排除していくことが文献史料
の研究で明らかにされているが、考古資料か
ら対高句麗関係の具体相を明らかにしてみ
たい。 
(3) 新羅と百済との関係は、争い事ばかりで
はなく、羅済同盟を結ぶなど、複雑な様相を
持っている。考古資料から、660 年の百済滅
亡に至るまでの新羅と百済との対外関係の
具体相を明らかにしたい。 
(4) 新羅と加耶との関係は、その地理的近さ
や習俗の近似から、他の諸国に比べると非常
に密接な関係にあったことが想定される。加
耶は統一国家を形成することはなく、文献上
加耶とされる地域でも 5世紀にはすでに新羅
の影響圏に入っている諸国がある。新羅が最
も影響力を行使し、領域化を図った周辺諸国
であった。562 年の大加耶滅亡に至るまでの
新羅と加耶との対外関係を、考古資料から考
察してみたい。 
(5) 新羅と中国との関係を示す考古資料は
少ないものの、新羅出土の中国陶磁器・ガラ
ス器などの考古資料から、対中国関係の具体
相を明らかにしてみたい。 
(6) 新羅と倭との関係では、新羅出土の倭系
遺物、日本出土の新羅系遺物などの考古資料
を駆使して、新羅系渡来人の問題も含めて、

新羅の対倭政策を考察してみたい。 
 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 倭との対外関係を示す考古資料調査で
は、日本出土新羅系陶質土器の中には、新羅
の中心である慶州の生産品以外に、慶山など
の新羅周辺地域の生産品もいくつかあるこ
とを確認できた。このことは、対倭関係が新
羅中心勢力だけで行われていたわけではな
く、中心を外れた新羅周辺地域も行っていた
ことを示す。一方、新羅地域での倭系遺物に
関しては石釧や土師器の出土例は若干ある
が、日本出土新羅系遺物の量の比ではない。
日本出土新羅系遺物は、新羅中心地域と新羅
周辺地域ではその有する意味が異なる可能
性があり、新羅系渡来人の実態解明の道筋が
あると思われた。 
(2) 加耶との対外関係を示す考古資料の調
査では、大加耶連盟の高霊池山洞古墳群・陜
川玉田古墳群、小加耶の固城内山里古墳群な
ど、地域支配者層の古墳から加耶系陶質土器
とともに新羅系陶質土器が出土している。そ
の出土量は少ないが、新羅の影響を読み取る
ことは可能であろう。ただし、高霊池山洞古
墳群では、新羅系陶質土器の存在は 5世紀前
半までであり、5 世紀後半から 6 世紀前半の
ものが今のところ認められない。大加耶自体
の勢力伸張の問題とも絡めて、非常に意味深
長な考古資料のあり方である。また、大加耶
連盟の一員であった陜川玉田古墳群の支配
者層の中に、新羅系冠である出字形金銅冠を
有する被葬者がいることは、新羅の身分制に
組み込まれていたのか単なる下賜品なのか、
大加耶滅亡に至る過程を考えていく場合、重



要な考古資料となろう。 
(3) 百済との対外関係を示す考古資料の調
査では、新羅の支配に入って以降の統一新羅
系土器の分布は見られるが、それ以前の新羅
系陶質土器は今のところ確認できていない。
一方、装身具類の一部で、新羅との影響関係
を見せている遺物が若干存在していること
を確認したので、加耶や倭のように新羅系遺
物は多くないが、百済滅亡前にも新羅の影響
が入っていることを知ることができた。 
 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 

 （理由） 
 研究計画書に記載した平成 18 年度・平成
19 年度の新羅と倭および新羅と加耶との対
外関係の調査に関しては、おおむね順調に進
展しているとの自己点検は可能であるが、平
成 20 年度の新羅と百済との対外関係の調査
に関してはやや遅れていると自己点検せざ
るを得ない。その理由は、平成 20 年度に新
しい研究機関に異動したことによる調査研
究への影響である。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 計画書では、最終年度である平成 21 年
度は、新羅と高句麗との対外関係、新羅と中
国との対外関係の調査が含まれている。現在、
北朝鮮の高句麗関係遺蹟などを調査するこ
とはできないため、8 月下旬に中国の高句麗
遺跡が集中する桓仁・集安での調査を行い、
北朝鮮の調査ができないという不十分さは
あるが、新羅と高句麗との対外関係を考察で
きる調査にしたい。 
(2) 計画書では、新羅の周辺諸国との対外関
係の総合的研究を行うと記載した。これまで
の 4年間で調査を行って得られた資料の総整
理を行い、新羅が半島統一を成し遂げていっ
た過程を考古資料によって考察してみたい。 
(3) 平成 20 年度の計画であった新羅と百済
との対外関係の調査に関しては、進捗状況が
やや遅れているとの自己点検を行った。この
新羅と百済との対外関係の調査も、上記した
二つの推進方策とともに推進していきたい。 
 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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